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喜
び
の
受
賞
の
瞬
間

喜
び
の
受
賞
の
瞬
間

第
38
回

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

令
和
６
年
12
月
17
日（
火
）文
京
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
１
部
は
芸
能
大
会
上
位

３
組
の
演
技
と
毒
蝮
三
太
夫
の
記
念

講
演
で
し
た
。

第
２
部
は
式
典
で
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
、来
賓
祝
辞
、そ
し
て
各
部
門
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
被
表
彰
者
の
言

葉
、
大
会
宣
言
と
続
き
ま
し
た
。

板
橋
区
関
係
で
、
今
年
度
の
東
京

都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
を

東京都老人クラブ連合会会長表彰
支部名 受賞者名 代表者名 /所属役職

優良老人クラブ
第 11支部 成増松竹会 坂本　恒男
第 12支部 高島平青葉クラブ 水谷　利江

老人クラブ会員増強賞
第 4支部 双葉蓬莱会 阿部　　勲
第 4支部 富士見長友会 土田　保年
第 5支部 北寿クラブ 奥永　和満
第 5支部 大谷口寿美齢クラブ 大野　重三
第 5支部 大谷口四部福寿会 吉田　昌二

育成功労者
第 4支部 江原　洋子 双葉蓬莱会会計
第 5支部 奥永　和満 北寿クラブ会長
第 5支部 村田　昭八 北寿クラブ副会長
第 5支部 大野　房子 寿クラブ会計監査
第 5支部 大谷　和子 寿クラブ総務部長
第 5支部 佐藤　雅子 寿クラブ班長
第 5支部 嘉村　晴子 寿クラブ班長
第 6支部 深野きみい 上板橋高砂会副会長
第 12支部 内田　靖弘 高一寿会会計部長 育成功労者賞を受賞した寿クラブの方々

優良老人クラブ、会員増強賞、育成功
労者賞を受賞した方々

表彰式の様子

は
じ
め
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通

り
で
す
。

会
場
入
り
口
で
受
賞
さ
れ
た
方
々

の
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
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板
橋
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
業
報
告

１
月
27
日
（
月
）
～
１
月
31
日

（
金
）
に
か
け
て
、
板
橋
区
役
所
１

階
ロ
ビ
ー　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
に
て
板
橋
シ
ニ
ア
連
行
事
の

P
R
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
は「
作
品
展
」が
中
止
に
な
っ

た
の
で
、
今
回
は
寿
大
学
の
短
歌
、

俳
句
、
か
な
書
道
、
水
墨
画
、
陶
芸

か
ら
各
科
５
点
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
板
橋
シ
ニ
ア
連
の
各
種

令
和
７
年
１
月
29
日
（
水
）
板
橋

区
文
化
会
館
４
階
大
会
議
室
で
新
年

親
睦
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
来
賓
の
方
と
各
ク
ラ
ブ
代

表
が
参
加
さ
れ
、
総
勢
１
０
０
名
の

大
親
睦
会
に
な
り
ま
し
た
。
奥
永
副

会
長
の
開
会
宣
言
、
土
田
会
長
の
あ

行
事
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し

た
。期

間
中
板
橋
シ
ニ
ア
連
の
理
事
や

教
養
部
員
が
毎
日
会
場
に
詰
め
て
、

各
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
説
明
と
寿
大
学

の
案
内
、
そ
し
て
会
員
の
募
集
を
行

い
さ
つ
に
続
き
、
坂
本
板
橋
区
長
、

田
中
板
橋
区
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を

い
ま
し
た
。
５
日
間
の
総
入
場
者
は

６
７
５
名
で
し
た
。
寿
大
学
や
各
種

行
事
へ
の
質
問
も
多
く
あ
り
、
板
橋

シ
ニ
ア
連
会
報
誌
を
多
数
配
布
し
ま

し
た
。

�

（
広
報
部　

松
原
）

歌
声
響
く
親
睦
会

歌
声
響
く
親
睦
会

板
橋
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
年
親
睦
会

多
彩
な
活
動
に

多
彩
な
活
動
に

��

関
心
集
ま
る

関
心
集
ま
る

板
橋
シ
ニ
ア
連
Ｐ
Ｒ
展

多数の作品を展示

675 名の来場がありました

頂
戴
し
、
来
賓
の
方
々
の
紹
介
を
行

い
新
年
式
は
無
事
終
了
。

次
は
各
支
部
１
名
の
代
表
に
よ
る

カ
ラ
オ
ケ
で
、
皆
さ
ん
熱
唱
し
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
土
田
会

長
の
カ
ラ
オ
ケ
、
阿
部
前
会
長
と
坪

田
副
会
長
に
よ
る
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
締

め
く
く
り
、
参
加
者
は
思
い
思
い
に

親
睦
を
深
め
、
盛
会
の
内
に
親
睦
会

は
終
わ
り
ま
し
た
。

�

（
広
報
部　

松
原
）

坂本区長のあいさつ
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旬
の
味
覚
と

旬
の
味
覚
と

��
楽
し
い
小
旅
行

楽
し
い
小
旅
行

「
葛
飾
区
」
歴
史
散
歩

「
葛
飾
区
」
歴
史
散
歩

秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室　

歴
史
散
歩

令
和
６
年
11
月
22
日
（
金
）、11
月

28
日
（
木
）、11
月
29
日
（
金
）
秋
の

日
帰
り
バ
ス
旅
行
で
群
馬
県
沼
田
リ

ン
ゴ
狩
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

私
は
初
日
の
11
月
22
日
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
良

い
お
天
気
で
清
々
し
い
天
候
で
し

た
。現

地
到
着
後
、
原
田
農
園
の
リ
ン

令
和
７
年
１
月
27
日
（
月
）
午
前

10
時
。
千
代
田
線
綾
瀬
駅
東
口
に

28
名
が
集
合
し
、
地
図
を
見
な
が
ら

コ
ー
ス
に
従
い
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト

ゴ
園
で
幻
の

リ
ン
ゴ
「
ぐ

ん
ま
名
月
」

を
収
穫
し
食

べ
放
題
。
別

途
料
金
で
お

土
産
用
に
思

い
思
い
の
リ
ン
ゴ
を
狩
り
、
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
原
田
農
園
果
実
の
里
レ

ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
後
、
に
ん
じ
ん
、

じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ
の
詰
め
放
題

を
楽
し
み
、
よ
く
よ
く
見
る
と
私
よ

り
１
・
５
倍
ぐ
ら
い
詰
め
込
ん
で
い

る
強
者
も
ち
ら
ほ
ら
。
ど
う
考
え
て

し
ま
し
た
。
袋
橋
公
園
で
準
備
体
操

を
行
い
ま
し
た
。
緑
地
帯
小
菅
東
ス

ポ
ー
ツ
公
園
、
綾
瀬
川
、
新
水
戸
橋

を
渡
り
、
荒
川
河
川
敷
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
を
眺
め
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
途
中
、
河
川
敷
で
ト
イ
レ
休
憩

を
と
り
、
堀
切
水
門
を
登
り
土
手
を

降
り
て
堀
切
菖
蒲
園
を
見
学
。
休
憩

の
後
、
中
央
公
園
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

体
操
を
行
い
11
時
45
分
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

参
加
者
は
昼
食
お
よ
び
堀
切
菖

蒲
園
駅
へ
と
帰
路
に
。
無
事
故
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

原田農園でリンゴ狩り

も
夕
飯
は
カ
レ
ー
か
肉
じ
ゃ
が
で
す

か
ね
。

午
後
は
道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ

で
観
光
と
休
憩
、
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
た
施
設
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
堪

能
し
ま
し
た
。
濃
く
て
お
い
し
か
っ

た
ー
。

帰
路
は
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ
し
て
い
る

う
ち
に
出
発
地
点
に
到
着
。
ド
ア

T
O
ド
ア
で
ち
ょ
っ
と
し
た
小
旅

行
が
体
験
で
き
る
日
帰
り
バ
ス
旅
行

は
高
齢
者
に
適
し
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
で
す
ね
。

�

（
文
化
部　

金
子
）

�

（
厚
生
盛
年
部　

小
菅
）

東京スカイツリー東京スカイツリー

荒川河川敷にて
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頂
点
に
輝
い
た

頂
点
に
輝
い
た

��

新
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

新
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

第
37
回　

輪
投
げ
大
会

板
橋
シ
ニ
ア
連
第
37
回
輪
投
げ
大

会
を
令
和
６
年
11
月
20
日
（
水
）
に

小
豆
沢
体
育
館
に
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
27
チ
ー
ム
１
３
５
名
が
参
加

し
、
結
果
は
別
表
の
通
り
で
す
。

赤
塚
百
寿
会
、
清
和
ク
ラ
ブ
の
双

璧
を
抑
え
て
の「
西
台
第
一
白
寿
会
」

新
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
誕
生
で
し
た
。

受
賞
チ
ー
ム
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

（
体
育
部
：
鈴
木
）

優勝した西台第一白寿会の皆さん

集
中
の
一
投

第 37回輪投げ大会　結果表

個人賞
順　位 クラブ名 /氏名 合　計
優　勝 愛染寿栄クラブ /竹内弘 194 点
準優勝 赤塚百寿会 /星野友次郎 158 点
3　位 西台第一白寿会 /谷萩よし江 151 点

団体賞
順　位 クラブ名 合　計
優　勝 西台第一白寿会 637 点
準優勝 赤塚百寿会 A 596 点
3　位 愛染寿栄クラブ A 566 点
4　位 西台第二白寿会 A 491 点
5　位 清和クラブ A 461 点
6　位 小豆沢グリーンクラブ 461 点
7　位 東山光寿会 458 点
8　位 大和会 443 点

単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

歌
う
会
ク
ラ
ブ

５
年
目
の
お
披
露
目
！

10
月
25
日
（
金
）
に
仲
宿
地
域
セ

ン
タ
ー
（
３
階
）
に
お
い
て
恒
例
の

お
誕
生
日
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
出

席
者
34
名
）。

そ
の
時
の
余
興
で
、
舞
台
に
あ
が

り
、
歌
う
会
の
メ
ン
バ
ー
６
名
、
踊

り
の
ク
ラ
ブ
４
名
、
合
同
で
２
曲
発

宮
元
親
和
会

第
１
支
部

心を一つに大合唱

表
い
た
し
ま
し
た
。
主
に
文
部
省
唱

歌
で
す
が
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出

し
懐
か
し
く
、
そ
し
て
楽
し
く
皆
生

き
生
き
と
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
中
に
は
も
っ
と
歌
い
た
～
い
な

ん
て
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

月
１
度
の
練
習
で
す
が
、
楽
し
く

歌
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
最
後
に
会
場
の
皆
さ
ん

と
「
青
い
山
脈
」
を
大
合
唱
し
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
宮
元
親
和
会
歌
う
会　

広
田
）
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
小
学
生
と
の
間

で
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
高
齢

者
や
子
ど
も
、
地
域
住
民
な
ど
幅
広

い
世
代
の
交
流
を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
ま
す
。
今
年
も
2
月
8
日（
土
）～

９
日
（
日
）
に
か
け
て
、
成
増
駅
北

口
に
あ
る
成
増
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

赤
塚
小
学
校
、
下
赤
塚
小
学
校
、

赤
塚
新
町
小
学
校
、
成
増
小
学
校
、

成
増
ヶ
丘
小
学
校
、
三
園
小
学
校

の
6
校
に
通
う
2
年
生
が
描
い
た

5
4
8
点
も
の
絵
画
が
会
場
を
彩

り
ま
し
た
。
絵
に
書
い
て
あ
る
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の

コ
メ
ン
ト
を
読
む
と
本
当
に
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。

壁一面に力作 548 点

第
11
支
部
主
催
　
心
か
よ
う
世
代
交
流
事
業

 
「
未
来
と
希
望
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
」

第
5
回
　
ひ
こ
ば
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
絵
画
展

第
11
支
部
　
坂
本

ま
た
会
場
で
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

人
が
作
っ
た
作
品
も
飾
ら
れ
、
折
り

紙
も
折
っ
て
世
代
交
流
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ッ
チ
ャ
も
会
場
で

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。２
日
間
で
4
7
4
人
の

来
場
者
が
あ
り
、
大
成
功
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
「
ひ
こ
ば
え
」
と
は
？

ひ
こ
ば
え（
孫
生
え
）と
は
木
の
根
元
か
ら
出
る
若
い
芽
の
こ
と
。
小
学
生
2
年

生
を
若
葉
と
し
て
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。
未
来
に
向
か
っ
て
成
長
す
る
若
葉
が

健
や
か
に
真
直
ぐ
力
強
く
伸
び
て
い
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
輪
が
土
台
と
し
て
そ
れ
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
ま
す
。

新
企
画
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ッ
チ
ャ

思いの込められた
絵がずらり

シニアクラブ
からも出品

にぎわう会場

板橋区シニアクラブ連合会 6
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12
月
２
日
（
月
）
か
ら
３
日
（
火
）

秋
晴
れ
の
も
と
、
絶
景
富
士
山
と
駿

河
湾
を
望
む
大
パ
ノ
ラ
マ
「
ホ
テ
ル

ア
ン
ビ
ア
松
風
閣
」
宿
泊
と
、
大
井

川
鐵
道
Ｓ
Ｌ
列
車
乗
車
の
一
泊
旅
行

を
開
催
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
支
部
一
泊
旅
行
は
、

第
４
支
部
39
名
、第
２
支
部
２
名
、総

勢
41
名
の
参
加
で
、
早
朝
７
時
よ
り

各
地
で
合
流
し
、
一
路
首
都
高
・
東

名
を
進
み
ま
し
た
。
富
士
山
本
宮
浅

富
士
山
・
駿
河
湾
を
望
む

絶
景
旅

第
４
支
部

支
部
紹
介

間
神
社
を
散
策
し
て
、
ゆ
い
桜
え
び

館
で
桜
え
び
の
昼
食
を
堪
能
し
、
お

買
い
物
。

バ
ス
移
動
し
て
、
今
回
の
目
玉
で

あ
る
昔
懐
か
し
い
「
大
井
川
鐵
道
Ｓ

Ｌ
列
車
」
で
、
新
金
谷
駅
か
ら
家
山

駅
ま
で
大
井
川
沿
い
の
景
色
を
車
窓

よ
り
楽
し
み
ま
し
た
。
バ
ス
に
揺
ら

れ
、
焼
津
温
泉
「
ホ
テ
ル
ア
ン
ビ
ア

松
風
閣
」
に
到
着
。
各
室
か
ら
ホ
テ

ル
自
慢
の
富
士
山
と
駿
河
湾
を
一
望

で
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
露
天
風
呂
へ

行
き
、
富
士
山
を
観
な
が
ら
風
呂
に

入
り
、
旅
の
疲
れ
を
取
り
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
大
い
に
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
宴
会
は
、
小
森
支
部

長
、
土
田
板
橋
シ
ニ
ア
連
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
阿
部
前
会
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
、
皆
さ
ん
自
慢
の
歌
と
踊
り
を

披
露
さ
れ
、
普
段
見
ら
れ
な
い
お
姿

を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宴
会
の
最
後
は
、
恒
例
の
東
京
音
頭

の
輪
踊
り
で
締
め
ま
し
た
。

二
次
会
も
、
多
数
の
方
が
参
加
し

て
盛
り
上
が
り
楽
し
い
一
夜
を
過
ご

し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
６
時
前
に
朝
風
呂
に

入
り
、
伊
豆
連
山
よ
り
昇
る
朝
日
を

拝
み
ま
し
た
。
朝
食
の
バ
イ
キ
ン
グ

を
食
べ
、
出
発
前
に
ホ
テ
ル
の
玄
関

前
で
記
念
写
真
を
撮
り
、そ
の
後
、田

丸
屋
本
店
（
わ
さ
び
工
場
見
学
）
で

お
買
い
物
、
日
本
平
夢
テ
ラ
ス
で
富

士
山
と
駿
河
湾
を
一
望
し
て
大
満
足

で
し
た
。
バ
ス
で
移
動
し
、
帰
路
は

道
路
状
況
も
ほ
ぼ
順
調
で
、
予
定
ど

お
り
に
板
橋
に
無
事
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

２
日
間
晴
天
に
恵
ま
れ
、
12
月
な

の
に
大
変
暖
か
く
楽
し
い
一
泊
旅
行

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
「
次
回
は

ど
こ
に
行
く
の
」
と
声
も
上
が
り
、次

回
の
一
泊
旅
行
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

�

（
副
支
部
長　

星
名
）

昔懐かしの大井川鐵道SL列車
食事を楽しみました

久しぶりの 1泊旅行！
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第
６
支
部
で
は
、
昔
遊
び
世
代
交

流
会
を
本
年
は
、
１
月
18
日
（
土
）

上
板
橋
小
学
校
で
、１
月
21
日
（
火
）

昔
遊
び
世
代
交
流
会

第
６
支
部

に
は
、
上
板
橋
第
四
小
学
校
で
開
催

し
ま
し
た
。

昔
遊
び
は
、
輪
投
げ
、
お
手
玉
、

け
ん
玉
、
コ
マ
、
折
り
紙
、
あ
や
と

り
の
６
種
目
で
、
各
ク
ラ
ブ
２
～
４

人
の
会
員
が
担
当
し
ま
し
た
。
対
象

は
１
年
生
の
皆
さ
ん
で
す
。

担
当
の
先
生
に
伺
う
と
、
小
学
生

か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ
と
上

手
に
な
り
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

小
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文

の
中
か
ら
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま

す
（
原
文
の
ま
ま
）。

１
　「
こ
ま
」
や
「
お
て
だ
ま
」
や
い

ろ
ん
な
こ
と
を
お
し
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た

し
は
、「
こ
ま
」
と
「
お
て
だ
ま
」

が
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

２
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
さ
ん
、
き
ょ
う

は
、
き
て
く
だ
さ
っ
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、

「
あ
や
と
り
」
で
、で
き
な
い
も
の

を
お
し
え
て
も
ら
っ
て
、
う
ま
く

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

３
　
み
な
さ
ん
、
む
か
し
あ
そ
び
を

お
し
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
と
く
に
「
あ
や
と

り
」〝
ほ
う
き
〟
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
と
っ
て
も

た
の
し
か
っ
た
で
す
。
い
え
で
、

ま
た
れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
す
。

ほ
か
30
通
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

�

（
第
６
支
部　

清
水
）

6 つの昔遊びを伝授

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

立
春
寒
波
の
大
風
が
吹
き
荒
れ
た

２
月
13
日
（
木
）
午
後
、
桜
川
け
や

き
苑
地
下
ホ
ー
ル
に
て
、
誰
に
で
も

訪
れ
る
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
会
を

開
き
ま
し
た
。
認
知
症
と
い
う
言
葉

は
、
我
々
の
年
代
の
最
大
の
関
心
ご

と
で
す
よ
ね
。
そ
の
病
気
を
引
き
起

こ
す
の
は
40
歳
ぐ
ら
い
か
ら
脳
の
中

に
急
増
す
る
〝
ア
ミ
ド
ロ
イ
ド
β
〟
と

い
う
病
理
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
50

歳
前
後
か
ら
認
知
症
に
。
で
も
、
発

見
が
早
け
れ
ば
治
癒
可
能
な
タ
イ
プ

も
あ
る
よ
う
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
生
活
、
他
人
と
の
交
流
、
運
動
等

で
す
。

以
上
の
こ
と
を
も
う
少
し
早
く
に

知
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
な
～
と
思

桜
川
旺
寿
会

第
５
支
部

い
ま
し
た
が
、
今
の
生
活
…
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
、町
会
行
事
に
参
加
し
、ご

近
所
さ
ん
と
仲
良
く
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
現
在
の
生
活
も
認
知
症
予
防

に
は
よ
い
の
か
も
な
ん
て
。
自
己
満

足
。夜

、
参
加
者
か
ら
、
今
日
の
学
ぶ

会
、よ
か
っ
た
よ
ー
！　

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

あ
り
ま
し
た
。

�

（
桜
川
旺
寿
会　

荒
蒔
）
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女
性
部
会
は
花
ざ
か
り

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
新
年
会

仲
良
く
・
楽
し
い
ク
ラ
ブ

行
事
が
い
っ
ぱ
い
！

女
性
部
会

が
、
２
月
15
日

（
土
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
企

画
・
運
営
は
、

女
性
副
部
長
お

よ
び
役
員
の

方
々
が
中
心
と

な
り
、
女
性
会
員
だ
け
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
会
の
楽
し
み
は
、男
性
に
気
兼
ね

な
く
同
性
だ
け
で
和
気
あ
い
あ
い
と
お

し
ゃ
べ
り
し
て
日
頃
の
う
っ
ぷ
ん
を
思
い

切
り
晴
ら
す
と
と
も
に
、
美
味
し
い
食
事

と
飲
み
も
の
で
喉
を
潤
し
、カ
ラ
オ
ケ
も
一

人
で
な
く
大
勢
で
歌
い
、
楽
し
さ
が
倍
増

さ
れ
ま
し
た
。

残
念
で
し
た
の
は
、
体
調
不
良
で
複
数

の
方
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

�

（
板
橋
東
芳
寿
会　

大
柿
）

今
年
も
会
員
の
手
づ
く
り
に
よ
る「
謹
賀

新
年
」
の
看
板
を
掲
げ
、新
年
会
が
め
で
た

く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
ク
ラ
ブ
に
は
年
間
４
回
の
主
要
行

事
（
新
年
会
・
定
期
総
会
・
敬
老
会
・
誕

生
会
）
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
は
な
か
な

か
出
ら
れ
な
い

方
も
、
こ
れ
ら

の
行
事
に
は
多

数
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

毎
月
の
定
例

会
、
毎
週
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
健
康
体

板
橋
東
芳
寿
会

第
１
支
部

双
葉
蓬
莱
会

第
４
支
部

前
野
寿
ク
ラ
ブ

第
４
支
部

女性同士ならではの語らいも

健康体操でフレイル予防

今
年
は
参
加
者
が
例
年
よ
り
多
く
、全
会

員
の
６
割
が
参
加
と
い
う
大
盛
況
ぶ
り
で
、

会
場
も
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

は
じ
め
に
会
長
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
そ
の
後
、
会
員
で
も
あ
る
自
治
会
会

長
の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
。

最
初
は
、
粋
で
に
ぎ
や
か
な
「
か
っ
ぽ
れ

踊
り
」
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

次
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
伴
奏
で
「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」
を
手
話
の
得
意
な
会
員
の
指

導
で
、
全
員
合
唱
に
手
話
を
入
れ
て
、
た
っ

た
２
回
の
練
習
で
ば
っ
ち
り
決
め
た
の
に

は
、
び
っ
く
り
で
し
た
。

調
子
に
の
っ
た
と
こ
ろ
で
、
童
心
に
返
り

「
富
士
の
山
」
を
大
合
唱
で
す
。

続
い
て
会
長
に
よ
る
頭
の
体
操
で
す
。
髪

を
結
ぶ
ゴ
ム
ひ
も
で
小
さ
な
輪
を
つ
く
り
、

手
の
指
を
次
々
と
く
ぐ
ら
せ
て
い
く
ゲ
ー

ム
で
す
が
、
と
て
も
難
し
く
自
分
の
指
な
の

に
思
う
よ
う
に
動
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。

次
は
い
よ
い
よ
津
軽
三
味
線
の
出
番
で

す
。
民
謡
教
室
の
先
生
と
お
弟
子
さ
ん
に
よ

る
津
軽
民
謡
を
数
曲
披
露
し
て
い
た
だ
き 三味線の生演奏に合わせて合唱

操
等
、
こ
と
に
水
曜
日
の
「
寿
・
生
き
生

き
１
０
０
歳
体
操
」
は
、
荒
畑
純
子
講
師

を
中
心
に
、地
域
に
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一
つ

で
あ
る
健
康
体
操
を
広
げ
よ
う
と
始
め
た

も
の
で
、今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
今

で
は
多
く
の
筋
ト
レ
サ
ー
ク
ル
の
輪
が
元

気
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
我
が
ク
ラ
ブ

の
健
康
体
操
は
、毎
回
内
容
を
工
夫
し
、筋

ト
レ
以
外
に
も
脳
ト
レ
他
、
ス
ポ
ー
ツ

ボ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
等
を

使
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
声

で
発
声
し
、
皆
さ
ん
と
笑
顔
で
対
話
し
な

が
ら
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、当
ク
ラ

ブ
の
目
玉
の
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
今
年
の
新
年
会
も
１
月
28
日

（
火
）
前
野
ホ
ー
ル
で
行
い
、
会
員
の
約

70
％
も
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。日

本
舞
踊
「
祝
賀
の
舞
」、
手
品
、
ほ
か

に
手
話
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
、あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
後
に

皆
さ
ん
で
「
寿
・
健
康
体
操
」
と
恒
例
の

東
京
音
頭
の
輪
踊
り
を
し
て
締
め
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、日
頃
の
役
員
全
員

の
献
身
的
な
努
力
と
、
本
当
に
仲
の
よ
い

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、魅
力
的
な
サ
ー

ク
ル
活
動
等
で
、
さ
ら
な
る
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
前
野
寿
ク
ラ
ブ　

副
会
長　

後
藤
）

ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
で
ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど
数
曲

を
大
合
唱
で
す
。

そ
し
て
ト
リ
に
は
、
先
生
が
「
津
軽
ア
イ

ヤ
節
」
を
唄
わ
れ
全
員
が
聞
き
惚
れ
ま
し

た
。そ

し
て
、
極
め
付
き
は
、
歌
う
人
、
踊
る

人
に
分
か
れ
、
津
軽
三
昧
線
の
伴
奏
で
「
東

京
音
頭
」
を
に
ぎ
や
か
に
歌
い
、
そ
し
て
踊

り
尽
く
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
身
も
心
も
温
か
く
な
っ

た
新
年
会
で
し
た
。

�

（
双
葉
蓬
莱
会　

江
原
）
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短
歌�

一
ノ
瀬
美
智
子  

選
・
評

天　

昔
の
古ふ
る

材
で
わ
か
し
た
銭
湯

と
は
変
っ
て
も
親
子
で
流
し
合
う

姿
は
変
ら
ず
嬉
し
い
作
品
で
す
。

地　

輪
投
げ
の
喚か

ん

声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
ね
。
男
一
人
で
頑
張

り
ま
し
た
か
。
ま
と
ま
っ
て
い
ま

す
。

人　

植
物
は
強
い
で
す
ね
。
特
に

今
年
の
寒
さ
は
強
烈
な
の
に
、
景

色
の
み
え
る
う
た
で
す
。

天煙
突
の
無
き
マ
ン
シ
ョ
ン
の
銭
湯
に

　

親
子
で
背
中
流
す
温
も
り

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

地公
園
に
陽
だ
ま
り
求
め
輪
投
げ
会

　

女
子
の
拾
人
男
は
独
り

�

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
関
根
　
義
信

人寒
風
に
負
け
ず
咲
き
た
る
蝋
梅
の

　

花
と
香
り
が
晩
冬
告
げ
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
髙
木
　
祐
治

春
を
待
つ
草
木
も
凍
て
し
我
が
庭
に

　

残
り
し
豆
を
鳩
の
啄
む

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

冬
に
な
り
母
の
手
作
り
白
菜
の

　

う
ま
き
漬
物
し
き
り
に
食
べ
た
い

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

施
設
暮
ら
し
不
満
は
な
い
が
里
帰
り

　

こ
こ
ろ
安
ら
ぎ
な
ぜ
か
落
ち
着
く

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

健
や
か
に
老
い
て
金
婚
素
通
り
し

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
至
福
味
わ
う

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
　
　
曻

大
晦
日
炊
き
出
し
の
列
長
く
の
び

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
ゆ
が
み
は
今
も

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

戦
災
の
物
言
わ
な
い
が
子
の
眼

　

淚
見
せ
ず
に
平
和
の
願
い

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

針
運
ぶ
指
先
ま
で
も
母
に
似
て

　

我
が
手
元
を
じ
っ
と
見
る
吾

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

珍
し
く
身
の
丈
越
え
る
積
雪
に

　

昔
の
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
懐
か
し

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
和

彼
岸
花
そ
の
道
端
に
色
添
え
て

　

道
行
く
人
を
笑
顔
に
さ
せ
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

ち
ょ
っ
と
添
削

年
金
日
野
菜
い
た
め
に
肉
入
れ
て

　

今
日
は
御
馳
走
肉
入
り
い
た
め

→
年
金
日
野
菜
い
た
め
に
肉
入
れ
て

　
　

今
日
は
御
馳
走
二
人
の
御
膳

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
風
美

立
春
や
春
の
幕
明
け
け
ふ
か
ら
は

　

蝋ろ
う
ば
い梅
咲
き
て
香
り
か
ぐ
わ
し

→
け
ふ
か
ら
は
春
の
幕
明
け
立
春
に

　
　

蝋
梅
咲
き
て
香
り
か
ぐ
わ
し

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

豪
雪
や
今
居
る
場
所
に
感
謝
し
つ

　

春
よ
こ
い
こ
い
皆
待
つ
笑
顔

→
豪
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
に
こ
の
場
所
感
謝
し
て

　
　

雪
園
の
春
共
に
待
ち
な
ん

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
金
子
タ
カ
子
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俳
句�

大
澤　

游
子  

選
・
評

天　
「
墨
痕
躍
る
」の
表
現
素
晴
ら
し
い

で
す
。
廻
廊
を
埋
め
つ
く
す
力
強
い
筆

使
い
の
書
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

地　

今
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、

「
横
丁
」「
羽
子
の
音
」
に
懐
か
わ
し
さ

が
現
れ
て
、
一
時
夢
見
心
地
。

人　
〝
分
け
隔へ

だ

て
な
く
山
笑
ふ
〟確
か
に

言
え
て
い
ま
す
。
季
語
の
選
び
方
最
高

で
す
!!

天　

廻
廊
に
墨ぼ
っ
こ
ん痕
踊
る
書
初
展

�

常
盤
光
寿
会
　
宮
崎
　
幸
雄

地　

横
丁
を
曲
が
れ
ば
昭
和
羽
子
の
音

�

双
葉
蓬
莱
会
　
江
原
　
輝
義

人　

過
疎
の
村
分
け
隔へ
だ

て
な
く
山
笑
う

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
　
　
曻

押
し
あ
え
る
背
な
の
温
み
や
初
不
動

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

日
め
く
り
の
う
す
ら
寂
し
き
く
さ
め
か
な

�

双
葉
蓬
莱
会
　
大
村
　
和
子

新
春
も
老
楽
老
苦
同
居
中

�

常
盤
光
寿
会
　
吉
田
　
憲
司

通
勤
の
日
毎
に
変
わ
る
寒
茜

�

常
盤
光
寿
会
　
鎌
形
　
正
勝

伝
統
が
各
地
に
残
る
節
分
会

�

の
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

小
春
日
や
猫
と
戯
れ
船
を
漕
ぐ

�

蓮
根
東
寿
会
　
今
村
冨
久
恵

石
神
井
の
水
面
彩
る
花
筏

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

天
高
し
南
の
雲
に
母
の
顔

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

赤
信
号
木
枯
ら
し
サ
ッ
と
走
り
抜
け

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

西
日
さ
す
銀
杏
か
が
や
く
並
木
道

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

川
魚
を
や
わ
ら
か
く
煮
て
女
正
月

�

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

故
郷
の
正
月
の
味
飛
騨
料
理

�

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

嫁
ぎ
ゆ
く
娘
と
二
人
女
正
月

�

常
盤
光
寿
会
　
梶
野
　
則
子

お
煮
し
め
を
持
ち
よ
り
ば
あ
ば
の
女
正
月

�

常
盤
光
寿
会
　
鎌
形
　
和
子

女
正
月
ケ
ー
キ
で
祝
い
姦
し
く

�

常
盤
光
寿
会
　
熊
野
　
照
美

さ
く
ら
舞
う
川
辺
の
ほ
と
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

�

金
沢
千
と
せ
会
　
鈴
木
　
詔
子

春
一
番
我
が
新
チ
ャ
リ
を
下
敷
に

�

常
盤
光
寿
会
　
矢
島
千
代
子

園
児
ら
に
見
ら
れ
て
直
す
梅
の
花

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

門か
ど

清
め
し
め
な
わ
新
た
晦み
そ
か日
蕎そ

麦ば

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

春
遠
し
豪
雪
の
地
に
胸
い
た
む

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

米
寿
過
ぎ
振
り
返
み
れ
ば
孫
曽
孫

�

中
板
橋
友
愛
ク
ラ
ブ
　
高
田
　
　
修

ち
ょ
っ
と
添
削

テ
ス
ト
終
え
気
持
爽
や
か
ヒ
バ
リ
鳴
く

→
テ
ス
ト
終
え
気
持
軽
や
か
初
雲
雀

�

蓮
根
東
寿
会
　
今
村
　
　
将

山
め
ぐ
り
ゆ
び
先
と
か
す
足
湯
か
な

→
山
め
ぐ
り
冷
へ
し
指
先
足
湯
か
な

�
朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

ち
ん
じ
ょ
う
げ
花
言
葉
そ
え
絵
手
紙
届
く

→
絵
手
紙
に
は
沈
丁
花
の
花
言
葉

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
磯
部
志
津
子

川
　
柳

論
客
の
鯰
な
ま
ず
と
泥ど
じ
ょ
う鰌
同
級
生

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

大
手
行
貸
金
庫
の
保
証
ど
こ

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

米
高
騰
お
助
け
米
が
遅
す
ぎ
る

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

情
な
や
昔
国
引
き
現い

代ま

侵し
ん

攻こ
う

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

物
価
高
せ
め
て
年
金
横
這
い
に

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
　
　
曻

一
番
福
求
め
並
ぶ
え
べ
つ
さ
ん

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

卓
囲
み
四
人
の
会
話
大
三
元

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

日
本
語
が
た
ま
に
聞
こ
え
る
浅
草
寺

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

シ
ル
バ
ー
カ
ー
そ
の
先
に
給
食
が
待
つ

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

朝
体
操
昼
買
い
物
と
足
元
気

�

し
ら
さ
ぎ
ク
ラ
ブ
　
木
村
喜
代
子
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
員
大
募
集

シニアクラブとは地域を基盤とするシニア達の自主的な組織です。
健康づくり、趣味文化、友愛活動、ボランティア、世代交流を行っています。

寿大学では短歌・俳句・水墨画・押し絵・かな書道・
陶芸・園芸・謡曲・新舞踏・囲碁・将棋が学べます。

教養活動� ◆寿大学・作品展

会員同士の交流を目的とし、年４回程度の日帰りバ
ス旅行、秋に芸能大会を開催しています。

趣味活動� ◆日帰り旅行・芸能大会

グランドゴルフ、輪投げ、ボッチャ、ゲートボール、
ウォーキング（歴史散歩）など健康増進につながる
活動をしています。

健康増進� ◆スポーツ大会・ウォーキング

【お問い合わせ先】
板橋区シニアクラブ連合会

☎03-3963-5334
（※月曜〜金曜10時から15時まで）

　この会報紙「板橋シニア連」は、ご協賛してくださいましたスポンサーの
皆様のご支援により発行することができました。厚く御礼申し上げます。
　今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようよろしくお願いいたします。

スポンサー各位
への御礼

い
つ
も
シ
ニ
ア
連
に
原
稿
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く

の
シ
ニ
ア
が
元
気
に
活
動
を
楽
し
ん
で
い

る
こ
と
が
記
事
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。一
方

で
会
員
の
減
少
、
ま
た
、
ク
ラ
ブ
自
体
の

解
散
は
ど
う
し
て
な
の
か
？

会
員
の
声
も
聞
き
た
い
も
の
で
す
。

�

（
石
原
）

こ
の
会
報
が
、
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く

こ
ろ
に
は
、
桜
の
花
も
終
わ
り
、
私
の
好
き

な
春
は
通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

最
近
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
が
セ
ル
フ
レ

ジ
に
な
り
ま
し
た
。
数
日
間
、
レ
ジ
付
近

で
は
右
往
左
往
の
大
騒
ぎ
で
し
た
。
私
も

そ
の
中
の
１
人
で
し
た
。
１
か
月
が
過
ぎ
、

今
で
は
私
も
含
め
皆
さ
ん
ス
ム
ー
ズ
に
レ

ジ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
社
会
に
対
応
で
き
た
よ
う
で
、

な
ん
と
な
く
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。�

（
田
中
）

広
報
部
の
声

広
報
部
の
声
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